
 平 成 １ ９ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 資

格 Ａ Ｉ 第 ３ 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 

 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 

  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ J －  1 ～  5

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ― J －  6 ～ 8 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ― J － 9 ～ 12

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１J９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 
受　　験　　番　　号

000000000

111111111

22222222

3333333

444444

55555

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

5

6 Ｍ

4

5

6

7

8

9              

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 
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電気通信技術の基礎

(参考) 試験問題、図中の抵抗器の表記は、旧図記号を用いています。

また、トランジスタについても、旧図記号を用いています。

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１に示すように、最大指示電圧が２００ボルト、内部抵抗ｒが (ア) キロオームの

電圧計Ｖに、６０キロオームの抵抗Ｒを直列に接続すると、最大５００ボルトの電圧を測定で

きる。 (５点)

① ２０ ② ４０ ③ ６０

(２) 図－２に示す回路において、端子ａ－ｂ間に交流電圧８０ボルトを加えたとき、この回路に

流れる電流は、 (イ) アンペアである。 (５点)

① ６ ② ７ ③ ８

(３) 抵抗Ｒと静電容量Ｃの直列正弦波交流回路に加えた電圧の位相は、電流に対して (ウ) 。

(５点)

① 遅れる ② 進む ③ 同じになる

(４) 正弦波でない交流は、ひずみ波交流といわれ、周波数の異なる幾つかの正弦波交流に分解し

て表すことができる。これらの正弦波交流のうち、周波数が最も低いもの以外は、 (エ)

といわれる。 (５点)

① 基本波 ② 固有波 ③ 高調波

新図記号 旧図記号

Ｖ

内部抵抗ｒ

図－１

Ｅ＝５００

Ｒ＝６０

〔Ｖ〕

〔kΩ〕

ｂ

図－２

ａ
Ｒ ＝８〔Ω〕 Ｘ

Ｃ＝６ 〔Ω〕
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 自由電子と正孔は、半導体中で電荷を運ぶ役目をすることから、 (ア) といわれる。

(４点)

① アクセプタ ② キャリア ③ ドナー

(２) 図に示すトランジスタ増幅回路の接地方式は、 (イ) 接地である。 (４点)

① ベース ② コレクタ ③ エミッタ

(３) (ウ) は、二つの電極を持ち、加えられた電圧が一定値を超えると急激に抵抗値が低下

する非直線性の特性を有する半導体素子であり、サージ電圧から回路を保護するバイパス回路

などに用いられる。 (４点)

① バリスタ ② サーミスタ ③ トンネルダイオード

(４) トランジスタ増幅回路は、接地方式によりそれぞれの特徴を有するが、電力増幅作用が最も

大きいのは、 (エ) 接地方式である。 (４点)

① ベース ② コレクタ ③ エミッタ

(５) トランジスタに電圧を加えて、ベース電流が３０マイクロアンペア、コレクタ電流が

(オ) ミリアンペア流れているとき、エミッタ電流は、２.５２ミリアンペアとなる。

(４点)

① ２.２２ ② ２.４９ ③ ２.５５

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ２進数の１１１１１０１を１０進数に変換すると (ア) になる。 (５点)

① １２５ ② １２６ ③ １２７

入力

出力Ｒ
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(２) 表－１は、２入力の論理回路における入力論理レベルＡ及びＢと出力論理レベルＣとの関係

を示した真理値表である。その論理回路の論理式が、

Ｃ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｂ)

で表されるとき、表－１中の出力論理レベルＷ、Ｘ、Ｙ、Ｚは、それぞれ (イ) である。

(５点)

① ０、１、０、１ ② ０、１、１、０ ③ １、０、０、１

(３) 図－１の論理回路において、Ｍの論理素子が (ウ) であるとき、入力ａ及び入力ｂの論

理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係は、表－２の真理値表で示される。 (５点)

(４) 図－２に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣは、それぞれの円の内部を表すとき、塗りつぶ

した部分を示す論理式は、 (エ) である。 (５点)

① Ａ･Ｂ＋Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｂ＋Ｂ･Ｃ ③ Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ

入力論理レベル

出力論理レベル

Ａ

Ｂ

Ｃ

０

Ｗ

０

Ｙ Ｚ

1

1

1

1

Ｘ

０

０

表－１

図－１ １

１

１

０

０ ０

１

０

０

１

１

ａ ｂ

入 力 出力
ｃ入力 ｂ

入力 ａ

出力ｃＭ

表－２

１

ＣＢ

Ａ

図－２

① ② ③
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図において、電気通信回線ヘの入力レベルが－８デシベル、その伝送損失が１キロメートル

当たり (ア) デシベル、増幅器の利得が３０デシベルのとき、端子ａ－ｂでの受信レベル

は、－２デシベルである。ただし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものとする。

(５点)

① １.０ ② １.２ ③ １.４

(２) 同軸ケーブル及び平衡対ケーブルについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 同軸ケーブルは、外部導体の働きにより、平衡対ケーブルと比較して比較的高い周波数に

おいて誘導などの妨害を受けにくい。

Ｂ 平衡対ケーブルは、一般に、伝送する信号の周波数が高くなるほど伝送損失が増大する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) インピーダンスの異なる伝送ケーブルを接続して音声周波数帯域などの信号を伝送するとき、

その接続点における電圧、電流には、 (ウ) 現象が生ずる。 (５点)

① 放 射 ② 反 射 ③ 共 振

(４) 無限長の一様線路における入力インピーダンスは、その線路の特性インピーダンス (エ) 。

(５点)

1① の２倍である ② の である ③ と等しい２

発振器 電気通信回線

増
幅
器

Ｒ

a

b

２０ kｍ
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ通信で用いられる光変調とは、光を透過する媒体の屈折率や吸収係数などを変化

させ、光の属性である、 (ア) 、周波数、位相などを変化させることにより、光に情報を

乗せることである。 (４点)

① 振 幅 ② 利 得 ③ 反射率

(２) 通信の妨害について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 電気通信回線において、送話者の通話電流が受信端で反射し、時間的に遅れて送信端に戻

り、通話に妨害を与える現象は、鳴音といわれる。

Ｂ 端末からアナログ方式の電気通信回線へ送出する信号電力が過大であると、伝送路におい

て他の電気通信回線に漏話・雑音などの妨害を与える｡

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 原理的に雑音量が電気通信回線の物理的な特性に依存しない雑音の一つに、 (ウ) 雑音

がある。 (４点)

① 熱 ② ショット ③ 量子化

(４) 符号誤りの評価尺度について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ ％ＳＥＳは、１秒ごとに平均符号誤り率を測定することにより、平均符号誤り率が１×１０-3

を超える秒数の、測定時間(秒)に占める割合を示したものである。

Ｂ ％ＥＳは、１秒ごとに符号誤りの有無を調べて、符号誤りの発生した秒数の、測定時間

(秒)に占める割合を示したものである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) (オ) は、発光ダイオード(ＬＥＤ)と比較して、発光する光の波長幅スペクトルが狭い

ことから、長距離通信用の発光素子として用いられている。 (４点)

① レーザダイオード ② ホトダイオード ③ アバランシホトダイオード
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) アウトパルスダイヤル式電話機において、送受器を上げた後、０ボタンを押下した場合は、

断続した (ア) 個のダイヤルパルスを、電話機から送出する。 (５点)

① １ ② ２ ③ １０

(２) 加入電話から加入電話への着信時において、着信側電話機が応答すると、一般に、電気通信

事業者の交換機は、発信側に対して呼出音を停止し、加入者線の (イ) により着信側電話

機が応答したことを伝える。 (５点)

① 両線間の極性反転 ② 両線間の直流閉回路 ③ 両線へ地気送出

(３) 留守番電話機には、外出先で押しボタンダイヤル式電話機からＰＢ信号を用いて (ウ)

などを送出し、留守中に録音された内容を聞くことなどができる遠隔操作機能を備えたものが

ある。 (５点)

① 監視信号 ② 暗証番号 ③ 応答信号

(４) グループ３(Ｇ３)ファクシミリの規格で、ＩＴＵ-Ｔ勧告におけるＶ.３４に準拠した最大通

信速度 (エ) キロビット／秒のモデムを搭載するファクシミリは、一般に、スーパーＧ３

ファクシミリといわれる。 (５点)

① １４.４ ② ３３.６ ③ ６４.０

(５) 図に示す非同期式変復調装置において、リミッタは、受信したアナログ信号の一定 (オ)

以上の部分を取り除いている。 (５点)

① 周波数 ② 位 相 ③ レベル

電
気
通
信
回
線

( 変 調 回 路 部 )

( 復 調 回 路 部 )

デ

タ
端
末
装
置

変調器
帯　　域
フィルタ

スライサ
周波数
弁別器

リミッタ
帯　　域
フィルタ

キャリヤ
検 出 器
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースの基本アクセスを提供する加入者線伝送方式は、一般に、

時分割方向制御(ＴＣＭ)方式が用いられており、加入者線伝送路上でのラインビットレートは、

(ア) キロビット／秒といわれている。 (５点)

① ６４ ② １９２ ③ ３２０

(２) 公衆パケット交換網を対象としたＸシリーズインタフェースを有する端末は、ＴＡを介して

ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの参照点 (イ) に接続される。 (５点)

① Ｒ ② Ｓ／Ｔ ③ ＮＴ１ ④ ＮＴ２

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１では、複数の端末が一つのＤチャネルを

共有するため、Ｄチャネルへの正常なアクセスを確保するための制御手順として、 (ウ)

方式が規定されている。 (５点)

① ピンポン伝送 ② エコーチェック ③ エコーキャンセラ

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるレイヤ２のすべてのフレームは、特定符号

０１１１１１１０の８ビットから成る (エ) によりフレームの開始と終結が識別される。

(５点)

① フラグシーケンス

② アドレスフィールド

③ フレームチェックシーケンス

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるレイヤ３の呼設定メッセージでは、

(オ) の指定を行っている。 (５点)

① フロー制御を行うか行わないか

② 回線交換かパケット交換かの交換モード

③ コネクション型通信かコネクションレス型通信か

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースで使用されるＤＳＵは、物理的及び電気的に網を終

端する機能を持ち、一般に、加入者線区間の伝送方式における (ア) 終端回路及び回線終

端回路などで構成されている。 (５点)

① バス ② レイヤ３ ③ 線 路

(２) ＩＳＤＮ基本アクセスメタリック加入者線伝送方式において、停電時でも基本電話サービス

を維持するため、ＤＳＵは、電気通信事業者側から (イ) ±１０パーセントの遠隔給電を

受けることができる。 (５点)

① －４８ボルト ② ３９ミリアンペア ③ １５.４ワット
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(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、Ｂチャネルを２本束ねて、１２８キロビ

ット／秒の通信速度をバルク転送で実現する (ウ) 通信といわれる機能を、サポートする

端末アダプタがある。 (５点)

① ＰＩＡＦＳ ② ＭＰ ③ Ｖ.１１０

(４) コンピュータウイルス対策ソフトウェアがコンピュータウイルスを検出するために必要なデ

ータベースファイルは、一般に、 (エ) ファイルといわれる。 (５点)

① マスタ ② テキスト ③ パターン

(５) コンピュータシステムへの不正侵入者により、再びそのシステムに侵入しやすくするために

仕掛けられた侵入経路は、一般に、 (オ) といわれる。 (５点)

① ブートセクタ ② バックドア ③ ハニーポット

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 保安器に用いられている過電流防護素子であるＰＴＣサーミスタは、信号電流値を超える強

電流が通信線から保安器に流れた場合、自己発熱で (ア) が増加し、過電流を阻止する機

能を有している。 (５点)

① 抵 抗 ② 導電率 ③ 静電容量

(２) 交換機側からアナログ電気通信回線設備の (イ) 試験を行うときは、アナログ電話端末

の送受器を上げた状態で行う必要がある。 (５点)

① 静電容量 ② 直流ループ抵抗 ③ 絶縁抵抗

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースを利用する際に設置するＮＴには、一般に、リバー

ススイッチが実装されているが、このリバーススイッチは、 (ウ) 場合に使用する。(５点)

① バス配線のＴＡ、ＴＢの配線が逆になっていてＩＳＤＮ端末が動作しない

② バス配線のＲＡ、ＲＢの配線が逆になっていてＩＳＤＮ端末が動作しない

③ 電気通信回線のＬ１、Ｌ２の配線が逆になっていてＮＴが動作しない

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける宅内配線構成では、２対(４線)のメタリッ

クケーブルを用いたバス配線を基本としており、バス上にＪＩＳで決められている８端子のイ

ンタフェースコネクタを取り付ける場合、ファントムモードの給電には、インタフェースコネ

クタの端子(コンタクト)番号 (エ) 番が使用される。 (５点)

① １と２ ② ２と６ ③ ３と４と５と６

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ＮＴとアナログ電話端末を接続する場合、

ＮＴとアナログ電話端末の間に (オ) を接続する必要がある。 (５点)

① スプリッタ ② ＴＡ ③ モデム
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣及

び｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２５点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① 電気通信役務とは、電気通信設備を用いて他人の通信を媒介し、その他電気通信

設備を他人の通信の用に供することをいう。

② 電気通信業務とは、電気通信事業者の行う電気通信役務の提供の業務をいう。

③ 専用役務とは、不特定多数の者に電気通信設備を専用させる電気通信役務をいう。

(２) 次の二つの文章は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 電気通信回線設備とは、送信の場所と受信の場所との間を接続する伝送路設備及びこれと

一体として設置される交換設備並びにこれらの附属設備をいう。

Ｂ データ伝送役務とは、専ら符号又は影像を伝送交換するための電気通信設備を他人の通信

の用に供する電気通信役務をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 工事担任者資格者証の種類及び工事担任者が行い、又は (ウ) することができる端末設

備若しくは自営電気通信設備の接続に係る工事の範囲は、総務省令で定める。 (５点)

① 検 査 ② 監 督 ③ 指 導

(４) 電気通信事業者の取扱中に係る (エ) の秘密は、侵してはならない。 (５点)

① 他 人 ② 通 信 ③ 個 人

(５) 総務大臣が工事担任者資格者証を交付する者について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。

(５点)

Ａ 工事担任者試験に合格した者

Ｂ 工事担任者試験に合格した者とおおむね同等の技術又は専門的能力を有すると総務大臣が

指定した者

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣、｢有線電気通信法｣、｢有線電気通信設備令｣及び

｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、そ

の番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＡＩ第３種工事担任者の工事の範囲について述べた次の文章のうち、A、Bの下線部分は、

(ア) 。 (５点)

ＡＩ第３種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事であって、

端末設備に収容されるA電気通信回線の数が１に限る工事を行い、又は監督することができ

る。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続するための工事にあっては、B総合デ

ジタル通信回線の数が基本インタフェースで１のものに限る工事を行い、又は監督すること

ができる。

① Aのみ正しい ② Bのみ正しい ③ AもBも正しい ④ AもBも正しくない

(２) 技術基準適合認定を受けた端末機器について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (イ)

である。 (５点)

① 電話用設備に接続される端末機器に表示される認定番号の最初の文字は、Ａであ

る。

② 総合デジタル通信用設備に接続される端末機器に表示される認定番号の最初の文

字は、Ｂである。

③ 無線呼出用設備に接続される端末機器に表示される認定番号の最初の文字は、Ｃ

である。

(３) 有線電気通信設備を設置(その設置について総務大臣に届け出る必要のないものを除く。)し

ようとする者は、有線電気通信の方式の別、設備の設置の場所及び (ウ) を記載した書類

を添えて、設置の工事の開始の日の２週間前まで(工事を要しないときは、設置の日から２週

間以内)に、その旨を総務大臣に届け出なければならない。 (５点)

① 所轄する総合通信局 ② 設備の概要 ③ 端末設備の接続の技術的条件

(４) 絶縁電線とは、 (エ) で被覆されている電線をいう。 (５点)

① 保護物のみ ② 保護物及び絶縁物 ③ 絶縁物のみ

(５) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律に規定する、目的について述べた次の文章のうち、

A、Bの下線部分は、 (オ) ｡ (５点)

不正アクセス行為の禁止等に関するこの法律は、A不正アクセス行為を禁止するとともに、

これについての罰則及びその再発防止のための都道府県公安委員会による援助措置等を定め

ることにより、電気通信回線を通じて行われる電子計算機に係る犯罪の防止及びアクセス制

御機能により実現されるB電気通信による流通の促進を図り、もって高度情報通信社会の健

全な発展に寄与することを目的とする。

① Aのみ正しい ② Bのみ正しい ③ AもBも正しい ④ AもBも正しくない
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 総合デジタル通信用設備について述べた次の文章のうち、A、Bの下線部分は、 (ア) 。

(５点)

総合デジタル通信用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主

としてA６４キロビット毎秒を単位とするデジタル信号の伝送速度により、B符号、音声そ

の他の音響又は影像を統合して伝送交換することを目的とする電気通信役務の用に供するも

のをいう。

① Aのみ正しい ② Bのみ正しい ③ AもBも正しい ④ AもBも正しくない

(２) 電話用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主として (イ)

の伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。 (５点)

① 音 声 ② 音声及び符号 ③ 音声及び影像

(３) 次の二つの文章は、 (ウ) 。 (５点)

Ａ 通信機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な音響衝撃が発生することを防止

する機能を備えなければならない。

Ｂ 配線設備等の評価雑音電力(通信回線が受ける妨害であって、人間の聴覚率を考慮して定

められる実効的雑音電力をいい、誘導によるものを含む。)は、絶対レベルで表した値で定

常時においてプラス６４デシベル以下であり、かつ、最大時においてプラス５８デシベル以

下でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 端末設備は、 (エ) との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ずる発振状態をい

う。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件を満たすものでなけれ

ばならない。 (５点)

① 伝送路設備 ② 事業用電気通信設備 ③ 配線設備

(５) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。 (５点)

① 発信とは、通信を行う相手を呼び出すための動作をいう。

② 応答とは、電気通信回線からの呼出しに応ずるための動作をいう。

③ 呼設定用メッセージとは、呼設定メッセージ又は解放メッセージをいう。
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) アナログ電話端末の発信の機能について述べた次の文章のうち、A、Bの下線の部分は、

(ア) 。 (５点)

アナログ電話端末の発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあ

っては、電気通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後A２分以内に直流

回路をB開くものでなければならない。

① Aのみ正しい ② Bのみ正しい ③ AもBも正しい ④ AもBも正しくない

(２) アナログ電話端末の選択信号が押しボタンダイヤル信号である場合、その信号の高群周波数

は、 (イ) の間で規定されている。 (５点)

① ６００ヘルツ帯から９００ヘルツ帯

② １,２００ヘルツ帯から１,６００ヘルツ帯

③ １,７００ヘルツ帯から１,９００ヘルツ帯

(３) 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の直流回路の電気的条件について述べた次の

文章において、①～③の下線部分で誤っているものは、 (ウ) である。 (５点)

呼出信号受信時における直流回路の静電容量は、①３マイクロファラド以下であり、イン

ピーダンスは、②７５ボルト、１６ヘルツの交流に対して③４キロオーム以上であること。

① ３マイクロファラド ② ７５ボルト ③ ４キロオーム

(４) 総合デジタル通信端末は、電気通信回線に対して (エ) の電圧を加えるものであっては

ならない。 (５点)

① 交 流 ② 直 流 ③ 音声周波

(５) 総合デジタル通信端末の基本的機能について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。(５点)

Ａ 発信又は応答を行う場合にあつては、呼設定用メッセージを送出するものであること。

Ｂ 通信を終了する場合にあつては、電源切断用メッセージを送出するものであること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない




